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論文内容要旨
研究目的
 胃癌のリンパ節転移に関して,実験的には腫瘍細胞を睾丸内に移植しリンパ節内腫瘍細胞の経
 時的変化を検討するとともに,臨床例では転移リンパ節内の癌転移巣の組織形態を解析すること
 により,Ilンパ節転移の成立機構ならびに胃癌のリンパ節転移に関する諸問題を解明することを
 目的とした。
 実験方法ならびに検索対象
 1)実験的研究:実験動物は体重120grの呑竜系雄ラットを用い,移植腫瘍細胞は大きさが
 15μで,運動能が小さく,島型のものとされているAH130と,これと対照的に大きさが12μと
 小さく,運動能が大きく,自由型とされているYS腫瘍細胞の2系を用いた。細胞移植は1.ox
 io5個をラット睾丸内に注入し,以後,経時的に屠殺し,坐骨部、腰部,腎周囲部,腸間膜根部,
 蝋径部のリンパ節を摘出しHE染色により組織学的に検索した。
 2)臨床例:東北大学第一外科教室で昭和4δ年4月から52年3月までの間に切除され,リ
 ンパ節の検索が十分に施行された472例の胃癌を検索対象とした。転移リンパ節に関しては,
 リンパ節内転移像から2型に大別した。リンパ節の辺縁洞から髄内に向かい結節性の転移巣を
 形成し,正常リンパ組織を圧排するような転移像を示すものを結節型転移像とし,リンパ節構造
 の破壊は比較的少なく,髄内リンパ組織内に癌細胞がビ慢性に浸潤しているものを浸潤型転移像
 とした。辺縁洞のリンパ管内にのみ認められるものは初期型とし別個に扱かった。
 実験ならびに検索成績
 1)動物実験成績二有効検索動物数はAH130移植例では84匹であり,YS移植例では80
 匹で,検索されたリンパ節総数は前者が1519個,後者が1555個計3074個であった。
 リンパ節内の組織像をみると腫瘍細胞がリンパ節内に散在性に認められる場合と,一塊となって
 いわゆる転移巣を形成している場合とが明らかに区別された。ただ単に腫瘍細胞が認められる場
 合すなわち腫瘍細胞の検出率をみるとAH130移植例では移植1時間後には75.7%のリンパ節
 に認められ,尾部,坐骨部,腰部,腎周囲部,腸間膜根部,単径部いずれのリンパ節にも高率に
 認められた。さらに経時的にみると24時間前後で一時検出率の低下はみられるが9日以後にな
 ると全てのリンパ節内に100%腫瘍細胞が認められる様になり,23日以後になると全例腫瘍
 死した。YS移植例についてみると,1時間後に83.2%とさらに高率に腫瘍細胞は検出され,
 またリンパ節の部位別にみた検出率もAH130移植例とほぼ同様,いづれのリンパ節にも高率に
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 みられ,移植後1日,2日,3日目に一時低下するものの,それ以後は急上昇し14日以後にな
 ると全例腫瘍死した。すなのち移植された腫瘍細胞はAHユ30,YS移植例ともに短時間で高率
 に各リンパ節に到達するが,その後減少することが判明した。転移巣の形成は,AH130例では移
 植後9日目であり,YS例では3日目からであった。転移リンパ節の組織像をみると極めて早期
 の転移像と思われるものから被膜外にまで転移巣が及んでいるものまであり,AH130移植例の
 リンパ節転移像は辺縁洞から髄内に向かい,正常リンパ組織を圧排ずる如き発育様式をとるもの
 が多かったのに対し,YS移植例では正常リンパ組織を残存せしめ,1フンパ節内にび慢性に腫瘍
 細胞の認められる転移巣を形成する例が多かった。これらのことは,リンパ節内を辺縁洞,中間
 洞,髄洞,被膜外の4つに区分し,腫瘍細胞の転移形成時期にあたるAH130では9日目,YS
 では2～4日目の腫瘍細胞検出率をみると,前者は辺縁洞78、3%,髄洞で45.7%と辺縁洞に
 高く,YS移植例では辺縁洞が39.4%,中間洞が80.3%と中間洞に高い結果が得られており,
 転移形成には腫瘍細胞の転移形成能力とともに腫瘍細胞数も大いに関係しさらに発育様式も辺縁
 洞から,髄内に向かう増殖様式をとるものと,髄内から辺縁洞に拡大して行くものとが区別され
 ると思われた。
 2)臨床成績二転移リンパ節内の組織像を結節型と浸溝型に分けてみると結節型転移像を示す
 例が97例,浸潤型転移像を示すものが104例あり,転移リ;/パ節数は前者が496個,後者
 が672個であった。結節型転移像をとる症例について主病巣の組織像,浸潤様式,転移リンパ
 節の数,転移リンパ節の大きさを検討すると,分化型でαないしβ型の浸潤様式をとる例が97
 例中64例と多く,また転移リンパ箇の数は2個以上5個以内のものが32例と最も多く,その
 大きさは組織学的にみて1伽以上2C寵未満のものが最も多かった。浸欄型転移像をとる症例につ
 いて同様にみると低分化型でr型の浸潤様式をとるものが104例中86例と多く,また10個
 以上の転移リンパ節を持つ症例が34例と最も多く,さらに1伽未満の小さな転移リンパ節をも
 つ症例も多かった。
結 語
 リンパ節転移形成は腫瘍細胞の悪性度,転移能力の有無と生体反応の相互関係にあると思われ
 るが,臨床例における転移リンパ節の組織像をみると明らかに結節型,浸閣型の2つに大別され,
 しかもそれらの形態は腫瘍細胞移植実験におけるリンパ節転移形成像すなわち結節型はAH130,
 浸潤型はYS移植時のそれと類似している結果が判明した。結節型転移像をとるものは辺縁洞か
 ら髄内に向かい圧排拡張性に進展するため転移リンパ節の大きなものが多くなり,また浸潤型を
 とるものは辺縁洞のみならず髄内リンパ節内に存在していた癌細胞が,ある時期,転移能力を持
 つようになり,転移形成にあたると考えると小さなリンパ節にも転移巣は形成され,しかもその
 数は多くなるものと思われる,従って浸潤型転移像を形成すると思われる症例では,小さなリン
 パ節でも完全に郭清すべきであるといえよう。
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 審査結果の要旨
 胃癌のリンパ節転移形成機序に関しては現在なお未解決な点が残っており,リンパ節郭清に関
 しても細胞免疫学的面から転移陰性例の場合はリンパ節郭清を行なうべきではないとする意見さ
 え散見される。本研究では腫瘍細胞移植実験からリンパ節転移形成機構を解明するとともに,胃
 癌の外科的治療に際してのリンパ節郭清に関して特に留意すべき点を明確にしている。
 腫瘍細胞移植実験は生物学的性格の異なるAHL30腫瘍細胞とYS腫瘍細胞と呑童ラット
 164匹の左筆丸内に移植し,経時的に屠殺して,腹腔,後腹膜のリンパ節3074個を組織学
 的に検索している。その結果によるとまずAH130移植例とYS移植例の差については,リン
 パ節内で腫瘍性増殖のみられる時期は前者が9日目以後,後者が3日目以後であり,その増殖様
 式は前者がリンパ節辺緑洞から髄内に向かい正常リンパ組織を圧排伸展せしめる如き増殖様式を
 とるものが多いのに対して,後者は髄内から辺緑洞へ急速に拡大するものが多いという。一方腫
 瘍細胞がリンパ節に散在性に認められるのは,移植後3時間以内で70%強とAH130移植例,
 YS植植例ともに高率であり,腫瘍細胞のリンパ節内への到達時間には差がなかった。従って転
 移形成にあたっては腫瘍細胞がリンパ節内へ移行することとともに,リンパ節内での増殖能力,
 転移能力が重要な因子であると推測している。一方臨床例に関してはリンパ節郭清が十分施行さ
 れた203例,1068個のリンパ節を組織学的に検索している。すなわち転移リンパ節の組織形
 態をAH130移植時にみられたリンパ節転移像に類似するものとYS移植時にみられたリンパ
 節転移像に類似するものとに大別し,臨床上の諸問題を検討しているが,前者を結節型,後者を
 浸潤型とすると全例分類可能であり,結節型転移像を示す症例は主病巣の組織型が分化型癌で
 あるものが多く,浸欄型転移像を示すものは低分化型癌が多いとしている。特に後者の場合には
 深達度が漿膜に達すると転移リンパ節の数が極めて多くなり,しかも1㎝以下の小さなリンパ節
 にも高率に転移が認められるので,このような転移像を形成するであろう症例のリンパ節郭清
 は特に注意を要し,微小リンパ節をも徹底的に郭清し,癌遺残のないよう努力すべきであるとし.
 ている。
 本研究はリンパ節転移形成の面からリンパ節・郭清の意義1をより明確にしたものであり,
 胃癌の外科治療上貴重な指針を提示したものといえる。よって本研究は学位授与に値するものと
 認める。
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